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背  景  

ツ マ ジ ロ ク サ ヨ ト ウ は 令 和 元 年 ７ 月 に 日 本 へ 初 め て 侵 入 し た 新 規 害

虫 で あ る 。 熱 帯 原 産 で あ る た め 本 州 で は 越 冬 は 不 可 能 で あ り 、 毎 年 南

方 か ら 飛 来 す る と 想 定 さ れ て い る も の の 、 本 県 に お け る 本 種 の 発 生 状

況 が 不 明 で あ る 。  

 

目  的  

山 口 県 に お け る ツ マ ジ ロ ク サ ヨ ト ウ の 発 生 状 況 を 把 握 す る た め 、 フ

ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ を 用 い た 調 査 を 継 続 的 に 行 い 、 防 除 対 策 の 基 礎 資 料

と す る 。  

 

成  果  

１  令 和 ３ 年 ４ 月 よ り 県 内 ５ か 所 （ 山 口 市 大 内 氷 上 、 防 府 市 牟 礼 、 萩

市 大 井 、 下 関 市 清 末 、 岩 国 市 玖 珂 ） に お い て フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ

調 査 を 実 施 し た と こ ろ 、 萩 市 を 除 く ４ か 所 で ５ 月 末 ～ 11 月 に か け

て 捕 獲 さ れ た 。 捕 獲 量 は 調 査 地 点 に よ り 差 が あ る （ 図 ① ～ ⑤ ） 。  

２  令 和 ３ 年 の 初 捕 獲 は ５ 月 28 日 （ 山 口 市 ） で あ り 、 前 年 の 初 捕 獲

（ ５ 月 10 日 ） に 比 べ 半 月 以 上 遅 か っ た 。 同 時 期 に 下 関 市 で も 捕 獲

さ れ た こ と か ら 、 県 中 西 部 へ 初 飛 来 が あ っ た と 考 え ら れ る 。  

３  ６ ～ ８ 月 は ほ と ん ど 捕 獲 が な く 、 ８ 月 上 旬 に 下 関 市 に お い て 捕 獲

さ れ た の み で あ る 。 ま た 、 ９ ～ 11 月 に は 前 年 と 同 じ く 各 地 で 連 続

し て 多 数 捕 獲 さ れ て お り （ 図 ① ～ ⑤ ） 、 本 種 の 発 生 の 中 心 は 秋 期

で あ る と 考 え ら れ る 。  

４  総 捕 獲 数 は 前 年 の 202 頭 に 対 し 、 令 和 ３ 年 は 63 頭 と 年 に よ る 違

い が 認 め ら れ る 。  
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  図表、グラフ等 
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図①～⑤ ツマジロクサヨトウフェロモ

ントラップ誘殺数(移動平均、単位：頭) 

①山口市大内氷上 ②防府市牟礼 

③萩市大井 ④下関市清末 

⑤岩国市玖珂 

捕獲なし 


